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	Microsoft®  SQL Server™ 2005
ISVアプリケーション開発者向け組込インストールガイド




本書は、Microsoft® SQL Server™ の管理者と開発者を対象に、主に、自社のアプリケーションにSQL Server 2005 を統合するISV(Independent Software Vendor)社を対象にしたアプリケーションインストーラー上で実装する処理について記述しています。冒頭部分のSQL Server 2005 のインストール環境とインスタンス構成については、ご存知ない方のためにご用意いたしました。

本書では、このアプリケーションインストーラー上で直ちに実装する必要がある開発者のために、ソース コードのサンプルも記載していますので、皆様の開発にお役立てください。
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第 1 章
SQL Server 2005のインストール環境について
【1-1】 SQL Server 2005をインストールする前提条件

必要なハードウェア（32ビットおよび64ビット）
次の表は、SQL Server 2005 または SQL Server クライアントの管理ツールおよびライブラリのインストールに必要なハードウェアを示しています。

	ハードウェア
	最小の必要条件

	ハード ディスク容量1
	SQL Server データベース コンポーネント: 150 MB 
Analysis Services: 35 MB 
Reporting Services: 40 MB

Notification Services: 5 MB

Integration Services: 9MB

クライアントコンポーネント: 12 MB

	モニタ
	VGA 以上の解像度 
SQL Server のグラフィック ツールに必要な 1024x768 ピクセル以上の解像度

	ポインティング デバイス
	Microsoft Mouse または互換デバイス

	CD-ROMまたはDVD ドライブ
	必須/オプション


1 実際の要件は、システム構成、およびインストールするアプリケーションと機能に応じて異なります。
必要なハードウェア（32ビット）

次の表は、32ビットプラットフォーム上でのSQL Server 2005 または SQL Server クライアントの管理ツールおよびライブラリのインストールに必要なハードウェアを示しています。

	ハードウェア
	最小の必要条件

	コンピュータ
	Intel® または互換チップ 
Pentium III 600 MHz 以上

	メモリ (RAM)1
	Enterprise Edition: 512MB 以上 (1GB 以上を推奨) 
Standard Edition: 512MB MB 以上(1GB 以上を推奨)
Developer Edition: 512MB MB 以上(1GB 以上を推奨)
Workgroup Edition: 512MB MB 以上(1GB 以上を推奨)
Express Edition: 192MB以上(512MB 以上を推奨)


1 オペレーティング システムの要件に応じて、メモリの追加が必要な場合があります。

必要なハードウェア（６４ビット）

次の表は、64ビットプラットフォーム上でのSQL Server 2005 または SQL Server クライアントの管理ツールおよびライブラリのインストールに必要なハードウェアを示しています。

	ハードウェア
	最小の必要条件

	コンピュータ
	IA64: Itanium プロセッサ以上
X64: AMD Opteron, AMD Athlon 64, Intel EM64T対応の Intel Xenon, EM64T対応の Intel Pentium IV

	メモリ (RAM)1
	IA64: 512MB 以上 (1GB 以上を推奨)
X64: 512MB 以上 (1GB 以上を推奨)


1 オペレーティング システムの要件に応じて、メモリの追加が必要な場合があります。

必要なオペレーティングシステム
表１-A： <SQL Server 2005 32ビット版 インストール環境のマトリックス>
	                   SQL Server 2005


OS
	
Enterprise Edition
	Developer Edition
	
Standard Edition
	
Workgroup

Edition
	Express Edition
	クライアント
接続のみ

	Windows 2000 Professional Edition SP4
	×
	○
	○
	○
	○
	○

	Windows 2000 Server SP4
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	Windows 2000 Advanced Server SP4
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	Windows 2000 DataCenter Server SP4
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	Windows XP Home Edition SP2
	×
	○
	×
	×
	○
	○

	Windows XP Professional Edition SP2
	×
	○
	○
	○
	○
	○

	Windows XP Media Edition SP2
	×
	○
	○
	○
	○
	○

	Windows XP Tablet Edition SP2
	×
	○
	○
	○
	○
	○

	Windows 2003 SP1
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	Windows 2003 Enterprise Edition SP1
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	Windows 2003 Datacenter Edition SP1
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	Windows 2003 Web Edition SP1
	×
	×
	×
	×
	○
	○

	Windows Small Business Server 2003 

Standard Edition SP1
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	Windows Small Business Server 2003 

Premium Edition SP1
	○
	○
	○
	○
	○
	○

	Windows 2003 64-Bit X64 Standard

Edition SP1
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)

	Windows 2003 64-Bit X64 Datacenter

Edition SP1
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)

	Windows 2003 64-Bit X64 Enterprise

Edition SP1
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)
	○

(WOW64)


必要なオペレーティングシステム
表１-B： <SQL Server 2005 64ビット版 インストール環境のマトリックス>
	          SQL Server 2005


OS
	Enterprise Edition
(IA64)
	Enterprise Edition
(X64)
	Developer Edition

(IA64)
	Developer Edition

(X64)
	Standard Edition
(IA64)
	Standard Edition
(X64)
	Express Edition
	クライアント
接続のみ

	Windows 2003 64-Bit Itanium 

Datacenter Edition SP1
	○
	×
	○
	×
	○
	×
	×
	○

	Windows 2003 64-Bit Itanium 

Enterprise Edition SP1
	○
	×
	○
	×
	○
	×
	×
	○

	Windows 2003 64-Bit Itanium 

Standard Edition SP1
	×
	○
	×
	○
	×
	○
	○

(WOW64)
	○

	Windows 2003 64-Bit X64 

Datacenter Edition SP1
	×
	○
	×
	○
	×
	○
	○

(WOW64)
	○

	Windows 2003 64-Bit X64

Enterprise Edition SP1
	×
	○
	×
	○
	×
	○
	○

(WOW64)
	○


インターネットに必要な構成
次の表は、SQL Server 2005 をインターネットで使用するために必要な構成を示しています。

	コンポーネント
	必要な構成

	インターネット ソフトウェア
	インストールされているすべての SQL Server 2005 について、Microsoft Internet Explorer 6.0 SP1 以降が必要です。Microsoft 管理コンソール (MMC) および HTML ヘルプを使用するには、Internet Explorer 6.0 SP1 以降がインストールされている必要があります。Internet Explorer は最小限の構成で十分です。また、Internet Explorer を既定のブラウザにする必要はありません。 

	インターネット インフォメーション サービス (IIS)
	Microsoft SQL Server 2005 Reporting Services (SSRS) を実行するには、IIS 5.0 以降が必要です。

	ASP.NET 2.0
	Reporting Services を実行するには ASP.NET 2.0 が必要です。


必要なネットワーク ソフトウェア
SQL Server 2005は、Windows 2003、Windows XP、およびWindows 2000にはネットワークソフトウェアが組み込まれています。
[image: image2]
注  SQL Server 2005は、Banyan VINES Sequenced Packetプロトコル(SPP)、マルチプロトコル、AppleTalk、およびNWLINK IPX/SPXネットワークプロトコルをサポートしていません。これらのプロトコルを使用して接続していたクライアントは、SQL Server 2005へ接続する際に別のプロトコルを選択する必要があります。
[image: image3]

サポートされるクライアント
SQL Server 2005の32ビットクライアントコンポーネントは、Windows 2000 Professional SP4以降にインストールできます。SQL Server 2005の64ビットクライアントコンポーネントは、Windows 2003（64ビット）にインストールできます。
第 2 章
SQL Server 2005におけるインスタンスについて
SQL Server 2005 には、同じコンピュータに SQL Serverの複数のインスタンスをインストールするオプションがあります。SQL Server 2005の新しいインストールをセットアップするときや、既存のインストールを保守するときは、次のように指定できます。
【2-1】SQL Server の既定のインスタンス
既定のインスタンスという概念は、複数のインスタンスの導入に伴い、SQL Server 2000 以降のSQL Serverから取り入れられたものです。SQL Server 2000またはSQL Server 2005と同じコンピュータにインストールされている場合、SQL Server 7.0 は、SQL Server の既定のインスタンスとして機能します。
このインスタンスは、稼働しているコンピュータのネットワーク名で識別されます。以前のバージョンの SQL Server からクライアント ソフトウェアを使用するアプリケーションは、既定のインスタンスと接続できます。SQL Server 7.0 は、既定のインスタンスとして動作します。ただし、コンピュータ上で既定のインスタンスとして動作できるのは、一度に 1 つのバージョンだけです。 
SQL Server 7.0および SQL Server 2000 の既定のインスタンスを実行しているコンピュータに、SQL Server 2005 の既定のインスタンスをインストールすることはできません。SQL Server 7.0のインスタンスまたは SQL Server 2000の既定のインスタンスを SQL Server 2005 の既定のインスタンスにアップグレードするか、SQL Server 7.0または SQL Server 2000の既定のインスタンスを保持して SQL Server 2005 の名前付きインスタンスをインストールしなければなりません。
既定インスタンスのサービス名は、SQL Serverの既定インスタンスをインストールすると、サービス名はMSSQLServerとSQLServerAgentになります。

Sqlservr.exeがデフォルトでインストールされるパスは、SQL Server 7.0およびSQL Server 2000では、以下のようになります。

・SQL7.0

\MSSQL7\Binn

・SQL2000 既定インスタンスでインストール



\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL\Binn
SQL Server 2005の場合、インスタンスIDによりインストール場所が異なります。

SQL Server 2005 セットアップの実行時には、サーバー コンポーネントごとにインスタンス ID が生成されます。この SQL Server リリースのサーバー コンポーネントは、データベース エンジン、Analysis Services、Reporting Services です。インスタンス ID は MSSQL.n という形式になります。ここで、n にはインストールされるコンポーネントの序数が入ります。インスタンス ID は、ファイル ディレクトリとレジストリ ルートで使用されます。

最初に生成されるインスタンス ID は MSSQL.1 です。インスタンスを追加するたびに、MSSQL.2、MSSQL.3 というように、ID 番号が 1 ずつ増えていきます。インスタンスをアンインストールした結果、ID シーケンスに欠番が発生した場合でも、その番号を埋める ID 番号は生成されません。新しくインストールしたインスタンスには、必ず、最も大きいインスタンス ID 番号が割り当てられます。

インスタンス対応のコンポーネントの場合は、HKLM\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server\MSSQL.n の下にレジストリ ハイブが作成されます。次に例を示します。

· HKLM\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server\MSSQL.1
· HKLM\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server\MSSQL.2
· HKLM\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server\MSSQL.3
このレジストリは、インスタンス ID とインスタンス名のマッピングも管理します。インスタンス ID とインスタンス名のマッピングは次のようになります。

[HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server\Instance Names\SQL] "InstanceName"="MSSQL.1"
[HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server\Instance Names\OLAP] "InstanceName"="MSSQL.2"
[HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server\Instance Names\RS] "InstanceName"="MSSQL.3"

SQL Server 2005では、インストールフォルダにインスタンスIDを含み、以下の形式となります。

・SQL2005 既定インスタンスでインストール



\Program Files\Microsoft SQL Server\インスタンスID\MSSQL\Binn
【2-2】SQL Server の名前付きインスタンス 
このインスタンスは、<コンピュータ名>\<インスタンス名> というコンピュータ名にインスタンス名を合わせた形式のネットワーク名で識別されます。アプリケーションは SQL Server 2005 クライアント コンポーネントを使用して、名前付きインスタンスと接続しなければなりません。コンピュータは、SQL Server の名前付きインスタンスを同時にいくつも実行できます。名前付きインスタンスは、SQL Server 7.0 の既存インストールやSQL Server 2000の既定のインスタンス/名前付きインスタンスと同時に実行できます。
SQL Server 2005のインスタンスに名前を付けるときは、次のことに注意してください。

· インスタンス名では大文字と小文字が区別されません。
· インスタンス名には、"Default"、"MSSQLServer" などの予約キーワードを含めることができません。予約されたキーワードをインスタンス名に使用すると、セットアップ エラーが発生します。
· インスタンス名は最大 16 文字まで指定できます。

· インスタンス名の先頭は、文字またはアンダースコア (_) にする必要があります。使用できる文字は、a ～ z、A ～ Z のアルファベット、およびその他の言語の文字を含む、Unicode 規格 2.0 で定義されている文字です。

· 2 文字目以降では、Unicode 規格 2.0 で定義されている文字、Basic Latin またはその他言語の 10 進数、ドル記号 ($)、アンダースコア (_) を使用できます。

· インスタンス名には、埋め込みスペース、またはその他の特殊文字は使用できません。また、円記号 (\)、コンマ (,)、コロン (:)、セミコロン (;)、単一引用符 (')、アンパサンド (&)、アット マーク (@) も使用できません。
マルチインスタンスのサービス名は、

MSSQLServerサービスでは、MSSQL$InstanceName

SQLServerAgentサービスでは、SQLAgent$InctanceNameとなります。

インストールされる既定・名前付きインスタンスは、下記のレジストリに書き込まれます。

HKLM\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server\InstalledInstances
Sqlservr.exeがデフォルトでインストールされるパスは以下のようになります。

· SQL Server 2000 名前付きインスタンスでインストール

\Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL\インスタンス名\Binn
· SQL Server 2005 名前付きインスタンスでインストール

\Program Files\Microsoft SQL Server\インスタンスID\MSSQL\Binn
SQL Server 2005 の場合、パス名の中にインスタンスIDが含まれます。インスタンスIDの説明は、第２章【2-1 SQL Serverの既定のインスタンス】を参照願います。

【2-2-1】名前付きインスタンスのメリットとデメリット

コンピュータに SQL Server 2000やSQL Server 2005 の複数のインスタンスがインストールされているときは、複数のインスタンスが生じます。各インスタンスは同じコンピュータ上のほかのインスタンスとは独立して動作し、アプリケーションはどのインスタンスとも接続できます。1 つのコンピュータで動作するインスタンスの数は、利用可能なリソースに依存します。SQL Server 2005 では、最大 16個(Enterprise Editionで50 個)までのインスタンスがサポートされます。
既存の SQL Server のインスタンスがないコンピュータに SQL Server 2005 をインストールする場合、セットアップでは既定のインスタンスのインストールを指定します。ただし、[インスタンス名] ページの [既定のインスタンス] を選択する代わりに、[名前付きインスタンス]を選択し、名前付きインスタンスとして SQL Server 2005 をインストールするように決めてもかまいません。
名前付きインスタンスのメリットとして、SQL Server 2005 の既定インスタンスをインストールする前後や、SQL Server 2005 の既定インスタンスの代わりとしてなど、いつでもインストールができ、且つ名前付きインスタンスはそれぞれ別々の一連のサービスから構成され、照合順序やそのほかのオプションとして、まったく別の設定を指定することが可能となります。ディレクトリ構造、レジストリ構造、サービス名はすべて、指定された特定のインスタンス名を反映し、SQL Server 2005では最大 16個(Enterprise Editionで50 個)までインスタンスをサポートしています。

既にSQL Server が導入されているコンピュータでは、既定のインスタンスが作成されている可能性があります。パッケージで使用するSQL Serverの環境が既定のインスタンスを前提としている場合、インストールに失敗する可能性があります。このため、名前付きインスタンスを使用することを推奨します。

名前付きインスタンスのデメリットとして、インスタンス数の上限の問題が考えられます。上述のようにSQL Server 2005で最大 16個(Enterprise Editionで50 個)までのインスタンスをサポートしますが、多数のインスタンスを同一のコンピュータにインストールした環境では、インスタンス数の上限に達し、新たなアプリケーションの導入ができなくなる事が想定されます。

複数の名前付きインスタンスを同一のコンピュータにインストールする際に起こる、インスタンス数の問題の回避策については、第3章【3-2-1 推奨されるインスタンス構成】に詳細をご紹介しています。
【2-3】インスタンスの新規・アップグレードインストール

次の表は、すでにインストールされているインスタンスに対して、SQL Server 2005の、既定インスタンスと名前付きインスタンスをインストールしたときの構成を示しています。

表２-A：

	　既存環境
	SQL Server 2005(32ビット)
	SQL Server 2005(64ビット)IA64
	SQL Server 2005(64ビット)X64

	
	既定
	名前付き
	既定
	名前付き
	既定
	名前付き

	SQL Server 7.0 – 既定
	○

(Upgrade Install)
	○

(新規Install)
	×


	×


	×


	×



	SQL Server 2000 (32ビット) – 既定
	○

(Upgrade Install)
	○

(新規Install)
	×


	×1

	×


	○

(新規Install)

	SQL Server 2000 (32ビット) – 名前付き


	○

(新規Install)


	○

(別名インスタンス またはUpgrade Install)
	×1

	×1

	○

(新規Install)


	○

(別名インスタンス)

	SQL Server 2000 (64ビット) – 既定
	×


	×


	○

(Upgrade Install)
	○

(新規Install)
	×


	×



	SQL Server 2000 (64ビット) – 名前付き


	×


	×


	○

(新規Install)


	○

(別名インスタンス またはUpgrade Install)
	×


	×



	SQL Server 2005 (32ビット) – 既定
	×


	○

(新規Install)
	×


	×


	×


	○

(新規Install)

	SQL Server 2005 (32ビット) – 名前付き


	○

(新規Install)


	○

(別名インスタンス)
	×


	×


	○

(新規Install)


	○

(別名インスタンス)

	SQL Server 2005 (64ビット) IA64 – 既定
	×


	×


	×


	○

(新規Install)
	×


	×



	SQL Server 2005 (64ビット) IA64 – 名前付き


	×


	×


	○

(新規Install)


	○

(別名インスタンス)
	×


	×



	SQL Server 2005(64ビット)X64 – 既定
	×

(Upgrade Install)
	○

(新規Install)
	×


	×


	×


	○

(新規Install)

	SQL Server 2005(64ビット)X64 – 名前付き


	○

(新規Install)


	○

(別名インスタンス)
	×


	×


	○

(新規Install)


	○

(別名インスタンス)


SQL Server 2005 の複数のインスタンスでは、コンピュータにインストールされている以前のバージョンのSQL Server を処理するために、拡張的な手段が用意されています。インストール済みのインスタンスはそのままにして、SQL Server 2005 をインストールおよび実行することができます。たとえば、SQL Server 7.0 と SQL Server 2005 の名前付きインスタンスを同時に実行したり、SQL Server 2000 の既定のインスタンスと SQL Server 2005の名前付きインスタンス を、同時に実行したりすることができます。同じコンピュータに 3つの異なるバージョンの SQL Server をインストールする必要がある場合、さまざまな方法でこれを実現できます。
さらに、SQL Server のすべてのエディションのユーザーは、1つ以上の以前のバージョンに加え、複数の SQL Server 2005 のインスタンスをインストールすることや、複数のインスタンスを同時に実行することができます。
SQL Server 2005 を既存のインストールと併用する組み合わせは以下のとおりです。 

· SQL Server 7.0 を、SQL Server 2005 の名前付きインスタンスと共に実行する。
· SQL Server 2000の既定のインスタンスまたは、名前付きインスタンス を、SQL Server 2005 の名前付きインスタンスと共に実行する。
· SQL Server 2005の既定のインスタンスまたは、名前付きインスタンス を、SQL Server 2000 の名前付きインスタンスと共に実行する。
· SQL Server 7.0、SQL Server 2000(名前付きインスタンス)および SQL Server 2005(名前付きインスタンス) という SQL Server の 3 種類のバージョンを共に実行する。 
SQL Server 2005を組み込むアプリケーションをインストールした環境にSQL Server 2000およびSQL Server 7.0そのもの、あるいは、SQL Server 7.0 およびSQL Server 2000を組み込んだアプリケーションをインストールするとSQL Server 7.0 およびSQL Server 2000に接続できない問題が発生します。

この現象は、SQL Server 7.0 またはSQL Server 2000のインスタンスに接続する際に発生するレジストリへのアクセスにおけるアクセス権の問題により発生します。

この問題の詳細や回避策については、以下をご参照ください。

文書番号：905618
SQL Server 2005 のインストール後にインストールされた SQL Server 2000 または SQL Server 7.0 のインスタンスに接続しようとすると、接続エラー メッセージが表示される場合がある

<http://support.microsoft.com/kb/905618/ja>

バージョンとエディションのアップグレード
SQL Server 2005 のSQL Server 2005 Express Editionを除く各エディション (SQL Server 2005 Enterprise Edition、SQL Server 2005 Standard Edition、SQL Server 2005 Workgroup Editionおよび、SQL Server 2005 Developer Edition) には専用の CD-ROM が付属しているので、各エディションを個別にインストールします。SQL Server 2005 Express Editionは、Microsoft ダウンロードセンター
より入手可能です。
バージョンとエディションを一度にアップグレードすることによって、Microsoft SQL Server のインストールの機能セットを追加できます。たとえば、SQL Server 2005 Enterprise Edition を購入した場合、SQL Server 7.0 Standard Edition から SQL Server 2005 Enterprise Edition にアップグレードできます。

次の表は、SQL Server のバージョンとエディション間のアップグレード オプションを示しています。

	インストール済みのバージョン
	可能なアップグレード先

	SQL Server 7.0 Enterprise Edition SP4
	SQL Server 2005 Enterprise Edition

	SQL Server 7.0 Developer Edition SP4
	SQL Server 2005 Enterprise Edition
SQL Server 2005 Developer Edition

	SQL Server 7.0 Standard Edition SP4
	SQL Server 2005 Standard Edition
SQL Server 2005 Enterprise Edition

	SQL Server 7.0 Desktop Edition SP4
	SQL Server 2005 Standard Edition
SQL Server 2005 Workgroup Edition

	SQL Server 7.0 Evaluation Edition SP4
	アップグレードのサポートなし

	SQL Server Desktop Engine(MSDE) 7.0 SP4
	SQL Server 2005 Express Edition

	SQL Server 2000 Enterprise Edition SP3以降
	SQL Server 2005 Enterprise Edition

	SQL Server 2000 Developer Edition SP3以降
	SQL Server 2005 Developer Edition

	SQL Server 2000 Standard Edition SP3以降
	SQL Server 2005 Enterprise Edition
SQL Server 2005 Developer Edition
SQL Server 2005 Standard Edition

	SQL Server 2000 Workgroup Edition
	SQL Server 2005 Enterprise Edition
SQL Server 2005 Developer Edition
SQL Server 2005 Standard Edition
SQL Server 2005 Workgroup Edition

	SQL Server 2000 Personal Edition SP3以降
	SQL Server 2005 Standard Edition
SQL Server 2005 Workgroup Edition
SQL Server 2005 Express Edition

	SQL Server 2000 Evaluation Edition SP3以降
	SQL Server 2005 Evaluation Edition

	SQL Server Desktop Engine(MSDE) 2000
	SQL Server 2005 Workgroup Edition
SQL Server 2005 Express Edition

	SQL Server 2000 IA64 (64-bit) Enterprise Edition
	SQL Server 2005 IA64 (64-bit) Enterprise Edition

	SQL Server 2000 IA64 (64-bit) Developer Edition
	SQL Server 2005 IA64 (64-bit) Enterprise Edition

SQL Server 2005 IA64 (64-bit) Developer Edition 

	SQL Server 2005 Developer Edition
	SQL Server 2005 Enterprise Edition

SQL Server 2005 Standard Edition

SQL Server 2005 Workgroup Edition

	SQL Server 2005 Standard Edition
	SQL Server 2005 Enterprise Edition

SQL Server 2005 Developer Edition

	SQL Server 2005 Workgroup Edition
	SQL Server 2005 Enterprise Edition

SQL Server 2005 Developer Edition

SQL Server 2005 Standard Edition

	SQL Server 2005 Evaluation Edition
	SQL Server 2005 Enterprise Edition 

SQL Server 2005 Developer Edition 

SQL Server 2005 Standard Edition

SQL Server 2005 Workgroup Edition

SQL Server 2005 Express Edition

	SQL Server 2005 Express Edition
	SQL Server 2005 Enterprise Edition 

SQL Server 2005 Developer Edition 

SQL Server 2005 Standard Edition

SQL Server 2005 Workgroup Edition

	SQL Server 2005 IA64 (64-bit) Developer Edition
	SQL Server 2005 IA64 (64-bit) Enterprise Edition

SQL Server 2005 IA64 (64-bit) Standard Edition

	SQL Server 2005 X64 (64-bit) Developer Edition
	SQL Server 2005 X64 (64-bit) Enterprise Edition

SQL Server 2005 X64 (64-bit) Standard Edition

	SQL Server 2005 IA64 (64-bit) Standard Edition
	SQL Server 2005 IA64 (64-bit) Enterprise Edition

SQL Server 2005 IA64 (64-bit) Developer Edition

	SQL Server 2005 X64 (64-bit) Standard Edition
	SQL Server 2005 X64 (64-bit) Enterprise Edition

SQL Server 2005 X64 (64-bit) Developer Edition

	SQL Server 2005 IA64 (64-bit) Evaluation Edition
	SQL Server 2005 IA64 (64-bit) Enterprise Edition

SQL Server 2005 IA64 (64-bit) Developer Edition

SQL Server 2005 IA64 (64-bit) Standard Edition

	SQL Server 2005 X64 (64-bit) Evaluation Edition
	SQL Server 2005 X64 (64-bit) Enterprise Edition

SQL Server 2005 X64 (64-bit) Developer Edition

SQL Server 2005 X64 (64-bit) Standard Edition


SQL Server 7.0およびSQL Server 2000からSQL Server 2005へのアップグレード
SQL Server 2005 の既定のインスタンスをインストールして既存の SQL Server 7.0 および SQL Server 2000の既定のインスタンスを上書きできます。また、SQL Server 2005 の名前付きインスタンスをインストールして SQL Server 7.0 および SQL Server 2000の既定のインスタンスをそのまま残すこともできます。
SQL Server 2005の名前付きインスタンスをインストールして既存のSQL Server 2000の名前付きインスタンスを上書きすることや、SQL Server 2005の名前付きインスタンスを追加でインストールすることもできます。

SQL Server 7.0 SP4 以降のインスタンスおよびSQL Server 2000 Service Pack 3 (SP3) 以降のインスタンスは、直接 SQL Server 2005 にアップグレードできます。アップグレード操作はセットアップによって実行できます。

 SQL Server 7.0 およびSQL Server 2000からSQL Server 2005 へのアップグレードは、SQL Server セットアップ プログラム中で表示される [インスタンス名] ページで指定します。SQL Server 7.0またはSQL Server 2000の既定のインスタンスをアップグレードするには、[既定のインスタンス]を選択します。SQL Server 2000の名前付きインスタンスをアップグレードするには、[名前付きインスタンス]をクリックし、表示されるフィールドにインスタンス名を入力します。または、[インスタンス名] ページの [インストール済みのインスタンス] をクリックし、[インストール済みのインスタンス] ボックスの一覧からインスタンスを選択して [OK] をクリックし、インスタンス名フィールドに入力します。

セットアップは現在インストールされているシステムを検出し、選択されたアップグレードに適したセットアップ画面を順番に表示します。
アップグレードには以下の種類があります。 
· SQL Server 2005 のインストールにコンポーネントを追加。

· SQL Server 2005 の既存のインストールにある機能セットに対するアップグレード (エディションおよびコンポーネントのアップグレード)。

· データベース コピー ウィザードを使用して、SQL Server 7.0 およびSQL Server 2000データベースを SQL Server 2005 データベース フォーマットへオンラインでアップグレード。 

SQL Server 2000 およびSQL Server 7.0を SQL Server 2005 のインスタンスにアップグレードする場合は、事前にService Packを適用しておく必要があります。SQL Server 7.0の場合は Service Pack 4(SP4)を、SQL Server 2000の 場合はService Pack 3(SP3)以降をそれぞれ適用してください。

SQL Server 7.0のサービスパックのバージョンを確認するには

インストールされているSQL Server 7.0 のサービスパックのバージョンを確認するには、クエリ アナライザを使用して SQL Server 7.0 に接続し、次のコードを実行してください。

	SELECT @@VERSION


結果は次のように表示されます。(この例のバージョン番号は 7.00.623 です。)

	Microsoft SQL Server  7.00 – 7.00.623 (Intel X86)

        Nov 27 1998 22:20:07

        Copyright (c) 1988-1998 Microsoft Corporation

        Desktop Edition on Windows NT 5.1 (Build 2600: )


次の表のバージョン番号を使用して、Service Packのレベルを識別します。

	バージョン番号
	Service Pack

	7.00.1063
	SQL Server 7.0 Service Pack 4 (SP4)

	7.00.961
	SQL Server 7.0 Service Pack 3 (SP3)

	7.00.842
	SQL Server 7.0 Service Pack 2 (SP2)

	7.00.699
	SQL Server 7.0 Service Pack 1 (SP1)

	7.00.623
	SQL Server 7.0 RTM (製品版)


@@VERSION で報告されるバージョン番号がこの表に記載されていない場合は、修正プログラム、またはセキュリティ更新プログラムのビルドを適用した SQL Server を実行しています。たとえば、@@VERSION で 7.00.859 というバージョン番号が報告される場合は、修正プログラムがインストールされた SQL Server 7.0 SP2 を実行しています。バージョン番号は、Sqlservr.exe 実行ファイルのバージョンが新しくなるたびに増えます。詳細については、修正プログラムまたはセキュリティ更新プログラムの Readme.txt ファイルを参照してください。

SP適用時の注意事項については、以下を参照してください。

文書番号：418980
SQL Server 7.0 Service Pack 4 の Readme.txt

<http://support.microsoft.com/kb/418980/ja>
文書番号：313986
INF: SQL Server 7.0 Service Pack 4（SP4） Readme.htm 追加

<http://support.microsoft.com/kb/313986/ja>
SQL Server 2000のサービスパックのバージョンを確認するには

インストールされているSQL Server 2000 のサービスパックのバージョンを確認するには、クエリ アナライザを使用して SQL Server 2000 に接続し、次の Transact-SQL ステートメントを実行します。

	SELECT  SERVERPROPERTY('productversion'), SERVERPROPERTY ('productlevel'), SERVERPROPERTY ('edition')


結果は次のようになります。

· 製品バージョン (例 8.00.534)

· 製品レベル (例 "RTM" または "SP2")

· エディション (例 "Standard Edition")

たとえば、結果は次のように表示されます。

8.00.534 RTM Standard Edition

SP適用時の注意事項については、以下を参照ください。

Microsoft SQL Server 2000 Service Pack 4 データベース コンポーネント

<http://download.microsoft.com/download/7/c/2/7c2fe9f3-d2f6-4a61-a15c-1965e33936e6/ReadmeSql2k32sp4.htm>
<インスタンス>SQL Server 6.5からSQL Server 2005へのアップグレード

SQL Server 6.5 を同一コンピュータ上の SQL Server 2005 のインスタンスにアップグレードすることはできません。SQL Server 7.0以降のバージョンへアップグレード後、SQL Server 2005へアップグレードする必要があります。

【2-4】旧バージョンの上書きインストールについて
SQL Server 2005がインストールしてある環境へ、SQL Server旧バージョンの上書きインストールはサポートしておりません。したがって、既にSQL Server 2005がインストールされている環境へSQL Server 2000/SQL Server 7.0/MSDEをインストールするような処理の場合には、ISV様がご提供するアプリケーションのインストーラー上で、上書きしないように制御する処理を含める必要があります。このために必要な情報であるバージョンのチェック方法については、第3章【3-2 ISV様のアプリケーションのインストーラーに含めていただきたい処理】に詳細をご紹介しています。

【2-5】インスタンスのレジストリについて
インストールされる既定・名前付きインスタンスは、Operating System と SQL Serverのエディション にかかわらず全て共通で、下記のレジストリに書き込まれます。

HKLM\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server\InstalledInstances

クライアントツールのみをインストールした場合は、インスタンスは存在しませんので、インスタンス名も書き込まれません。
前提として、SQL Server 7.0は HKLM\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server キー自体を使わない(作成されない)ため、その配下のInstalledInstanceキーの内容は全て SQL Server 2000またはSQL Server 2005のセットアップによって書き込まれます。
SQL Server 2005では、インストールした順番でInstalledInstanceの文字列を書き込みます。以下のような動きになります。

· SQL Server 2005 名前付インスタンスをインストール 
· -> Microsoft SQL Server\InstalledInstance キーを作成 
· ->インストール対象のインスタンス名を書き込む 
例えば、Instance1、Instance2、Instance3 を順番にインストールすると InstalledInstance キーの値は次の順番になります。
Instance1 Instance2 Instance3

SQL Server 2000の場合は、SQL Server 2005と同様に、インストールした順番でInstalledInstanceの文字列を書き込みますが、SQL Server 7.0 がインストールされていた場合は次のような動きになります。
· SQL Server 2000 名前付インスタンスをインストール 
· -> Microsoft SQL Server\InstalledInstance キーを作成 
· ->インストール対象のインスタンス名を書き込む 
· -> SQL Server 7.0 がインストールされているのでさらに文字列 "MSSQLServer" を書き込む
例えば、SQL Server 7.0 がインストールされている環境に Instance1、Instance2、Instance3 を順番にインストールすると InstalledInstance キーの値は次の順番になります。
Instance1 MSSQLServer Instance2 Instance3
SQL Server 7.0がインストールされている環境に、SQL Server 2005の名前付きインスタンス、SQL Server 2000の名前付きインスタンスの順にインストールした場合、以下のようになります。(SQL Server 2005の名前付きインスタンスを”Instance2005”、SQL Server 2000の名前付きインスタンスを”Instance2000”とします)

Instance2005 Instance2000 MSSQLServer

【2-6】インスタンスのライセンスについて

SQL Server 2005の名前付きインスタンス は全てのエディションでサポートされています。SQL Server 2000では、エディションによってライセンス使用許諾契約の内容が異なりましたが、SQL 2005では各エディションで統一したライセンス使用許諾契約となり、インスタンス数によりライセンス数は変動しません。扱うことのできるインスタンスの最大数のみが異なります。

	Enterprise Edition：
	1台のサーバーで、最大50のインスタンスを使用することができます。

	Standard Edition：
	1台のサーバーで最大 16のインスタンスを使用することができます。

	Workgroup Edition：
	1台のサーバーで最大 16のインスタンスを使用することができます。

	Express Edition：
	1台のサーバーで最大 16のインスタンスを使用することができます。Express Editionは無償で提供されます。

	Developer Edition：
	1台のサーバーで、最大50のインスタンスを使用することができます。ただし、開発、テストでの使用に限られます。


第 3 章
ISV様向けインストーラーについて
【3-1】ISV Royaltyライセンスプログラム

ISV Royaltyライセンスプログラムは、マイクロソフト製品をインテグレーションするISV（Independent Software Vendor）様が自社のビジネスソリューションにマイクロソフト製品を統合してエンドユーザーに販売できるプログラムです。


[image: image4.png]



エンドユーザーに提供されるソリューションの形態として、

· パートナー企業様のインストールメディアにマイクロソフト製品をコピーし提供できます。

· パートナー企業様ソリューションにマイクロソフト製品を組み込んで提供する事ができます。

· パートナー企業様ソリューション提供時にマイクロソフト製品をハードウェアにプレインストールして提供する事ができます。

ISV Royaltyライセンス契約内容については、以下のURLに詳細をご紹介させて頂いております。

Microsoft ISV Royaltyライセンス プログラム
<http://www.microsoft.com/japan/partner/licensing/isvroyalty/>
【3-2】 ISV様に対するインスタンスの取り扱い
SQL Server 2005では、同じコンピュータに SQL Server の複数のインスタンスをインストールすることができます。
ISV (Independent Software Vendor)様が、自社のアプリケーションにSQL Serverを組み合わせて、エンドユーザーにソリューションをご提供する際に、名前付きインスタンス を使用されることを推奨いたします。

名前付きインスタンスは、複数のインスタンスが同じコンピュータ上に存在する中で、他のインスタンスとは独立して動作し、アプリケーションはどのインスタンスとも接続ができます。それぞれ別々の一連のサービスから構成され、照合（ソート）順序やそのほかのオプションとしてまったく別の設定を指定できます。ディレクトリ構造、レジストリ構造、サービス名はすべて、指定された特定のインスタンス名を反映します。
名前付きインスタンスを使用することで、インスタンスごとに照合順序を設定する事が可能になり、複数のISV様がご提供されるアプリケーション（それぞれ異なった照合順序を設定されている場合など）も、同じコンピュータ上でインスタンスの共存ができます。照合順序はインスタンスのインストール時に設定が可能になります。

また、SQL Server 2005では最大１６個（Enterprise Editionのみ最大５０個）までのインスタンスをサポートしますが、複数のISV様がご提供するアプリケーションをインストールし、複数インスタンスが同じコンピュータに存在する場合に、アプリケーションから利用可能なインスタンス数が不足する問題が起こる可能性があります。この問題を回避する方策については、事項の【3-2推奨されるインスタンス構成】をご参考にしてください。
【3-2-1】 推奨されるインスタンス構成
エンドユーザーのコンピュータ上では、複数のISV様のアプリケーションが存在する場合がございますので、１つのアプリケーションに対してその都度、新規インスタンスを指定しインストールする事で、利用可能なインスタンスの数が不足してコンピュータにインストールできるアプリケーションの数が制限される事があります。（【図3-A】） この問題を回避する為には、各社アプリケーションごとに一律した単一インスタンス名を使用していただくことで、複数社のアプリケーションが混在する中で、インスタンスの不足を緩和することができます。（【図3-B】）

インストールされているインスタンス名の確認方法については、【3-3 ISV様のアプリケーションインストーラーに含めていただきたい処理】の項目に詳細をご紹介しています。
次の図は、名前付きインスタンスをインストールする上で、利用可能なインスタンスの数の不足が起こり得るインスタンスの構成を示しています。

図3-A：<利用可能なインスタンスが不足するインスタンスの構成>

[image: image5.png]Sy

e
A 4



　　　
[image: image6.png]Sy

e
A 4



　　　　
[image: image7.png]Sy

e
A 4



　　　
[image: image8.png]Sy

e
A 4



　

(α社Application1) (α社Application2)　　(β社Application1)　(β社Application2)


[image: image9.wmf]　　　　
[image: image10.wmf]　　　　　
[image: image11.wmf]　　　　　
[image: image12.wmf]
　　
[image: image13.wmf]名前付き

インスタンス

A

　　　
[image: image14.wmf]名前付き

インスタンス

B

　　　
[image: image15.wmf]名前付き

インスタンス

C

　　　　
[image: image16.wmf]名前付き

インスタンス

D


SQL Server 2005で利用可能なインスタンス数は最大１６個（Enterprise Editionのみ５０個）までですので、この構成でインスタンスをインストールする場合、【図3-B】の構成に比べて他の製品が利用できるインスタンス数が１４個に対して１２個に減少してしまいます。
次の図は、名前付きインスタンスをインストールする上で、推奨されるインスタンスの構成を示しています。

図3-B：<推奨されるインスタンス構成>

[image: image17.png]Sy

e
A 4



　　　
[image: image18.png]Sy

e
A 4



　　　　
[image: image19.png]Sy

e
A 4



　　　
[image: image20.png]Sy

e
A 4




(α社Application1) (α社Application2)　　(β社Application1)　(β社Application2)
　　　
[image: image21.wmf]　　　　
[image: image22.wmf]　　　　　　
[image: image23.wmf]　　　　
[image: image24.wmf]
　　　　　　　
[image: image25.wmf]名前付き

インスタンス

A

　　　　　　　　　　　　　
[image: image26.wmf]名前付き

インスタンス

B

　　　　　

SQL Server 2005のEnterprise Edition以外で利用できるインスタンス数は、【図3-B】の構成では１４個になり、【図3-A】に対してエンドユーザーのローカルコンピュータ上で利用可能なインスタンス数の不足が軽減されます。

すでにインストールされているインスタンス名の確認方法については、【3-3-3 SQL Server Versionについて】に、詳細をご紹介しています。
インスタンス構成： 注意点

すでにインストールされている既定インスタンスを使用したアプリケーションに対して、その上位バージョンのアプリケーションをインストールする場合に、名前付きインスタンスを指定してインストールを行った結果、同一のコンピュータ上に複数の SQL ServerもしくはMSDEが存在することになります。上述のように名前付きインスタンスを使用する他に、インストーラー上で既定インスタンスのアップグレードを実行できるオプションを実装することが必要になります。インストーラー上で表示させるメッセージボックスの選択オプションとして、「上書き実行」と「上書きしない」旨を表示させ、且つ「上書きしない」オプションを選択することで、ローカルコンピュータ上でインスタンスが必要となる警告を表示することを推奨します。これは、複数社のアプリケーションが異なる名前付きインスタンスを利用することを想定した場合に、利用可能なインスタンス数が上限に達してアプリケーションがインストールできなくなることを事前に回避する為です。

インストールされている既定インスタンスの確認方法については、【3-3-4 SQL Server Versionについて】に、詳細をご紹介しています。
【3-2-2】 推奨されるインスタンス名
エンドユーザーのコンピュータ上では、複数のISV様のアプリケーションが存在する場合がございますので、名前付きインスタンスを利用する際にはインスタンス名が一意となるように名前を付ける必要があります。そのため、名前付きインスタンスのインスタンス名はISV様の「会社名_製品名」の形式で命名することを推奨いたします。
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【3-3】 ISV様のアプリケーションインストーラーに含めていただきたい処理

SQL Serverが既存環境のバージョンチェックを行わないため、複数のバージョンやエディションのSQL Serverが存在する環境に対してISV様の製品に影響が及ばないための方策としてSQL Server 2005シリーズ対応製品ならびに、今後出荷分のSQL Server 2005、SQL Server 2005 Express Edition対応製品に関してISV様のアプリケーションのインストーラーで各種チェックを処理に含める必要があります。

【3-3-1】.NET Frameworkについて

SQL Server 2005のセットアップは、.NET Framework 2.0を自動的にインストールしますが、SQL Server 2005 Express Edition(32ビット版: x86)をセットアップは、.NET Framework 2.0がインストールされている必要があります。
.NET Framework 2.0の再頒布パッケージは、以下のページからダウンロードできます。
.NET Framework ダウンロード情報

< http://www.microsoft.com/japan/msdn/netframework/downloads/ >

ISV様のアプリケーションのインストーラーには、SQL Server 2005 Express Editionのセットアップを実行する前に上記の.NET Framework 2.0をインストールする処理を含めていただくか、あるいは、手動でユーザーにインストールするよう指示してください。

【3-3-2】Windows Installerについて

SQL Server 2005のインストールには、Microsoft Windows Install 3.1以降が必要です。Windows Installer の再頒布パッケージは、Microsoftダウンロードセンターからダウンロードできます。
Microsoft ダウンロードセンター

< http://www.microsoft.com/downloads/search.aspx?displaylang=ja　>

ISV様のアプリケーションのインストーラーには、SQL Server 2005のセットアップを実行する前に上記のWindows Installerをインストールする処理を含めていただくか、あるいは、手動でユーザーにインストールするよう指示してください。

【3-3-3】MDACについて

SQL Server 2005のインストールには、MDAC 2.8 SP1以降が必要です。Windows 2000, Windows 98, Windows ME, Windows NT 向けのMDAC 2.8 SP1の再頒布可能ファイルは、Microsoft ダウンロードセンターからダウンロードできます。Windows XP、Windows Server 2003の場合、OSに最新のサービスパックを適用することによって最新のMDACのバージョンにアップデートされます。
Microsoft ダウンロードセンター

< http://www.microsoft.com/downloads/search.aspx?displaylang=ja　>

ISV様のアプリケーションのインストーラーには、SQL Server 2005のセットアップを実行する前に上記のMDACの最新バージョンをインストールする処理を含めていただくか、あるいは、手動でユーザーにインストールするよう指示してください。

[関連技術文書]

Q８８４１０３　

How to obtain the latest MDAC 2.8 service pack
< http://support.microsoft.com/kb/884103/en-us >

【3-3-4】SQL Server Versionについて

SQL Server 2005がインストールしてある環境への以前のバージョンのSQL Serverのダウングレードインストールはサポートいたしておりません。したがって、既にSQL Server 2005がインストールされている環境へSQL Sever 2000/SQL Server 7.0/MSDEをインストールするような処理の場合には、上書きしないように制御する処理を含めていただきたく必要があります。このために必要な情報であるバージョンのチェック方法ですが、sqlservr.exeのプロパティにおける製品バージョンの値でご判断ください。インストールしようとしているビルド番号よりも新しいものが環境に存在している場合には上書きをしないように制御してください。

Sqlservr.exeがデフォルトでインストールされるパスについては、【2-1 SQL Server の既定インスタンス】と【2-2 SQL Serverの名前付きインスタンス】に、記載しています。

SQL Server 2000 の RebuildM.exe ユーティリティは、以下のレジストリのバージョン情報をチェックして、インストールされている SQL Server のバージョンを確認しています。
HKLM\Software\Microsoft\MSSQLServer\MSSQLServer\CurrentVersion

SQL Server 2005 の SQL Server バージョンは、以下のレジストリのバージョン情報をチェックして、インストールされている SQL Server のバージョンを確認できます。
HKLM\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server\インスタンスID
\MSSQLServer\CurrentVersion

CurrentVersion キーは、SQL Server のインストール時や Service Pack の適用時に更新されるため、Hotfix を適用した環境では、実際の sqlservr.exe のバージョンとは異なる値を返してしまうことになります。そのため、厳密にエンジンのバージョンを確認する場合は sqlservr.exe を探し出し、exe のバージョンを確認します。SQL Server のインストール先を確認するには以下のレジストリを検索します。
・SQL Server 7.0/2000

HKLM\Software\Microsoft\MSSQLServer\Setup\SQLPath

・SQL Server 2005

HKLM\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server\インスタンスID1\Setup\SQLPath
名前付インスタンスの場合は、そのコンピュータにどのようなインスタンスがインストールされているかを確認する必要が出てきますので、下記のレジストリをチェックし、インストールされているインスタンス名も確認する必要があります。
HKLM\Software\Microsoft\Microsoft SQL Server\InstalledInstances
インスタンス名とインスタンスIDのマッピングについては、【2-1 SQL Server の既定インスタンス】に、詳細をご紹介しています。
以下は、Visual Basicを使ったサンプルコードです。プロダクション環境に実装する際は、以下の技術情報をご参考にしてください。

[関連技術文書]
SQL Server 2005 Books Online
[SQL Server 2005 のインストール]
[SQL Server インストールの構成]
    [SQL server 2005の既定のインスタンスおよび名前付きインスタンスのファイルの場所]

〔サンプルコード〕
Option Explicit

Const HKEY_LOCAL_MACHINE = &H80000002

Const KEY_QUERY_VALUE = &H1

Const MSSQLPATH = "SOFTWARE\Microsoft\MSSQLServer\Setup"

Const MSSQL2KNPATH = "SOFTWARE\Microsoft\Microsoft SQL Server\"

Const MSSQLINSTANCENAME = "SOFTWARE\Microsoft\Microsoft SQL Server\Instance Names\SQL\"

' DWORD型のタイプ

Public Enum RegTypeConstants

    REG_NONE = (0)                     ' 定義されていない種類

    REG_SZ = (1)                       ' NULL で終わる文字列

    REG_EXPAND_SZ = (2)                ' 展開前の環境変数への参照 が入った NULL で終わる文字列

    REG_BINARY = (3)                   ' 任意の形式のバイナリデータ

    REG_DWORD = (4)                    ' 32 ビット値

    REG_DWORD_LITTLE_ENDIAN = (4)      ' リトルエンディアン形式の 32 ビット値

    REG_DWORD_BIG_ENDIAN = (5)         ' ビッグエンディアン形式の 32 ビット値

    REG_LINK = (6)                     ' Unicode のシンボリックリンク

    REG_MULTI_SZ = (7)                 ' NULL で終わる文字列の配列

    REG_RESOURCE_LIST = (8)            ' デバイスドライバのリソースリスト

End Enum

Function GetRegistryValue(sRegPath As String, sRegName As String, iREG_SZ As Long) As String

    Dim ret As Long

    Dim hndTemp As Long

    Dim reg As String

    GetRegistryValue = ""

    ret = RegOpenKeyEx(HKEY_LOCAL_MACHINE, sRegPath, 0, KEY_QUERY_VALUE, hndTemp)

    reg = String(256, vbNullChar)

    ret = RegQueryValueEx(hndTemp, sRegName, 0&, iREG_SZ, ByVal reg, Len(reg))

    GetRegistryValue = reg

    RegCloseKey HKEY_LOCAL_MACHINE

End Function

Private Sub Form_Load()

    Dim strEXEPath As String

    Dim strSysDir As String

    Dim strRegBuf As String

    Dim strReg(0 To 64) As String

    Dim strInstanceId As String

    Dim strSQLPath As String

    Dim strSQLversion As String

    Dim iCount, iStartPos, iNullPos As Integer

    Dim hFso As FileSystemObject

    Set hFso = New FileSystemObject

    '---------------------------------------------------------------

    'SQL Server 2000/2005にインストールされているインスタンスを取得

    '---------------------------------------------------------------

    strRegBuf = GetRegistryValue(MSSQL2KNPATH, "InstalledInstances", REG_MULTI_SZ)

    iNullPos = 1

    iStartPos = 1

    iCount = 0

    Do

        iNullPos = InStr(iStartPos, strRegBuf, vbNullChar)

        If (iNullPos = iStartPos) Then

            Exit Do

        End If

        strReg(iCount) = Mid(strRegBuf, iStartPos, iNullPos - iStartPos)

        iStartPos = iNullPos + 1

        iCount = iCount + 1

    Loop

    '---------------------------------------------------------------

    'SQL Server 2005のsqlservr.exeのバージョンチェック

    '---------------------------------------------------------------

    'sqlservr.exeのバージョンチェック

    iCount = 0

    Do

        'インスタンス名がなかったら終了

        If (strReg(iCount) = "") Then

            Exit Do

        End If

        'インスタンスＩＤを取得(SQL Server 2005のみ可能)

        strInstanceId = GetRegistryValue(MSSQLINSTANCENAME, strReg(iCount), REG_SZ)

        strInstanceId = Mid(strInstanceId, 1, InStr(1, strInstanceId, vbNullChar) - 1)

        If (strInstanceId <> "") Then

            'sqlservr.exeパス名を取得

            strSQLPath = MSSQL2KNPATH & strInstanceId & "\Setup"

            strEXEPath = GetRegistryValue(strSQLPath, "SQLPath", REG_SZ)

            strEXEPath = Mid(strEXEPath, 1, InStr(1, strEXEPath, vbNullChar) - 1)

           '既定インスタンス

            If (strReg(iCount) = "MSSQLSERVER") Then

                'SQL Server 2005既定インスタンス

                Label1.Caption = Label1.Caption & _

                                 "SQL Server 2005既定インスタンス：" & _

                                 hFso.GetFileVersion(strEXEPath & "\Binn\sqlservr.exe") & _

                                 Chr(13)

            'それ以外（名前つきインスタンス）

            Else

                'SQL Server 2005名前インスタンス

                Label1.Caption = Label1.Caption & _

                                 "SQL Server 2005名前インスタンス(" & strReg(iCount) & ")：" & _

                                 hFso.GetFileVersion(strEXEPath & "\Binn\sqlservr.exe") & _

                                 Chr(13)

            End If

        End If

        iCount = iCount + 1

    Loop

    '---------------------------------------------------------------

    'SQL Server 2000のsqlservr.exeのバージョンチェック

    '---------------------------------------------------------------

    'sqlservr.exeのバージョンチェック

    iCount = 0

    Do

        'インスタンス名がなかったら終了

        If (strReg(iCount) = "") Then

            Exit Do

        End If

        'インスタンスＩＤを取得(SQL Server 2005のみ可能)

        strInstanceId = GetRegistryValue(MSSQLINSTANCENAME, strReg(iCount), REG_SZ)

        strInstanceId = Mid(strInstanceId, 1, InStr(1, strInstanceId, vbNullChar) - 1)

        If (strInstanceId = "") Then

            '既定インスタンス

            If (strReg(iCount) = "MSSQLSERVER") Then

                'SQL Server 2000既定インスタンス

                strEXEPath = ""

                strEXEPath = GetRegistryValue(MSSQLPATH, "SQLPath", REG_SZ)

                strEXEPath = Mid(strEXEPath, 1, InStr(1, strEXEPath, vbNullChar) - 1)

                Label1.Caption = Label1.Caption & _

                                 "SQL Server 2000既定インスタンス：" & _

                                 hFso.GetFileVersion(strEXEPath & "\Binn\sqlservr.exe") & _

                                 Chr(13)

            'それ以外（名前つきインスタンス）

            Else

                'SQL Server 2000名前インスタンス

                strEXEPath = ""

                strEXEPath = GetRegistryValue(MSSQL2KNPATH & strReg(iCount) & "\Setup", _

                                          "SQLPath", _

                                          REG_SZ)

                strEXEPath = Mid(strEXEPath, 1, InStr(1, strEXEPath, vbNullChar) - 1)

                Label1.Caption = Label1.Caption & _

                                 "SQL Server 2000名前インスタンス(" & strReg(iCount) & ")：" & _

                                 hFso.GetFileVersion(strEXEPath & "\Binn\sqlservr.exe") & _

                                 Chr(13)

            End If

        End If

        iCount = iCount + 1

    Loop

    '---------------------------------------------------------------

    'SQL Server 7.0のsqlservr.exeのバージョンチェック

    '---------------------------------------------------------------

    strEXEPath = ""

    strEXEPath = GetRegistryValue(MSSQLPATH, "SQLPath", REG_SZ)

    strEXEPath = Mid(strEXEPath, 1, InStr(1, strEXEPath, vbNullChar) - 1)

    strSQLversion = hFso.GetFileVersion(strEXEPath & "\Binn\sqlservr.exe")

    If strEXEPath <> "" Then

        Label1.Caption = Label1.Caption & "SQL Server 7.0：" & strSQLversion & Chr(13)

    End If

    Set hFso = Nothing

End Sub
【3-3-5】 SQL Server Edition について

インストールされているSQL Serverのエディションは、次のTransact-SQL文を実行することにより確認できます。

SELECT SERVERPROPERTY ('Edition')
結果として次の戻り値が返されます。

'Desktop Engine'

'Developer Edition'

'Enterprise Edition'
'Enterprise Evaluation Edition'

'Personal Edition'

'Standard Edition'

'Express Edition'

'Workgroup Edition'

'Windows Embedded SQL'
Transact-SQL文を実行する場合は、既存にSQLサーバーが起動している事が必須になります。
以下は、Transact-SQL文を実行してSQL Serverのエディションを確認するサンプルコードです。プロダクション環境に実装する際は、以下の技術情報をご参考にしてください。

[関連技術文書]

SQL Server 2005 Books Online

[SQL Server 言語リファレンス]

 [Transact-SQL リファレンス]

   [SERVERPROPERTY (Transact-SQL)]

〔サンプルコード〕
Private Sub Command1_Click()

    Dim sqls As SQLDMO.SQLServer

    Dim query As QueryResults

    Dim edition As String
    Set sqls = CreateObject("sqldmo.sqlserver")

    sqls.LoginSecure = True

    sqls.Connect "computername"
    Set query = sqls.ExecuteWithResults("SELECT SERVERPROPERTY('Edition')")

    edition = query.GetColumnString(1, 1)
    MsgBox edition
    sqls.DisConnect
    Set sqls = Nothing

End Sub
【3-3-6】 Operating SystemのVersionについて

GetVersionEx Functionを使用し、既存にインストールされているOperating Systemのバージョンを確認できます。以下は、Visual Basicを使ったサンプルコードです。プロダクション環境に実装する際は、以下の技術情報をご参考にしてください。

[関連技術文書]

Q189249　

HOWTO: Determine Which 32-Bit Windows Version Is Being Used
< http://support.microsoft.com/support/kb/articles/Q189/2/49.ASP >

〔サンプルコード〕

Public Declare Function GetVersionExA Lib "kernel32" _
(lpVersionInformation As OSVERSIONINFO) As Integer
         Public Type OSVERSIONINFO

            dwOSVersionInfoSize As Long

            dwMajorVersion As Long

            dwMinorVersion As Long

            dwBuildNumber As Long

            dwPlatformId As Long

            szCSDVersion As String * 128

         End Type
         Public Function getVersion() As String

            Dim osinfo As OSVERSIONINFO

            Dim retvalue As Integer

            osinfo.dwOSVersionInfoSize = 148

            osinfo.szCSDVersion = Space$(128)

            retvalue = GetVersionExA(osinfo)
            With osinfo

            Select Case .dwPlatformId

               Case 1

                  If .dwMinorVersion = 0 Then

                     getVersion = "Windows 95"

                  ElseIf .dwMinorVersion = 10 Then

                     getVersion = "Windows 98"

                  End If

               Case 2

                  If .dwMajorVersion = 3 Then

                     getVersion = "Windows NT 3.51"

                  ElseIf .dwMajorVersion = 4 Then

                     getVersion = "Windows NT 4.0"

                  ElseIf .dwMajorVersion = 5 Then
                     If .dwMinorVersion = 0 Then

                        getVersion = "Windows 2000"

                     ElseIf .dwMinorVersion = 1 Then

                        getVersion = "Windows XP"

                     ElseIf .dwMinorVersion = 2 Then

                        getVersion = "Windows Server 2003"

                     End If

                  End If

               Case Else

                  getVersion = "Failed"

            End Select

            End With

         End Function
【3-3-7】 Internet Explorer Versionについて

SQL Server 2005のインストールには、Internet Exprlorer 6.0 SP1以降が必要です。
インストールされているInternet Explorerのバージョンは、以下のshdocvw.dllのバージョン情報を確認から確認できます。shdocvw.dllは以下のディレクトリにインストールされています。

shdocvw.dllのバージョン情報を呼び出すには、GetFileVersionInfo関数でバージョンの値を確認します。このバージョン情報関数が機能を果たすのは、Win32 のファイルイメージだけです。16 ビット版 Windows のファイルイメージでは正しく機能しません。
GetFileVersionInfo関数を呼び出す前に、GetFileVersionInfoSize 関数を呼び出してください。ファイルのバージョン情報を格納したバッファから情報を取得するには、VerQueryValue関数を使います。

次の表は、shdocvw.dllのバージョン情報に表示される値の一覧を示しています。

***************************************************************************
Version          Product

   -----------------------------------------------------------------

   4.40.308         Internet Explorer 1.0 (Plus!)

   4.40.520         Internet Explorer 2.0

   4.70.1155        Internet Explorer 3.0

   4.70.1158        Internet Explorer 3.0 (Windows 95 OSR2)

   4.70.1215        Internet Explorer 3.01

   4.70.1300        Internet Explorer 3.02 and 3.02a

   4.71.544         Internet Explorer 4.0 Platform Preview 1.0 (PP1)

   4.71.1008.3      Internet Explorer 4.0 Platform Preview 2.0 (PP2)

   4.71.1712.6      Internet Explorer 4.0

   4.72.2106.8      Internet Explorer 4.01

   4.72.3110.8      Internet Explorer 4.01 Service Pack 1 (SP1)

   4.72.3612.1713   Internet Explorer 4.01 Service Pack 2 (SP2)

   5.00.0518.10     Internet Explorer 5 Developer Preview (Beta 1)

   5.00.0910.1309   Internet Explorer 5 Beta (Beta 2)

   5.00.2014.0216   Internet Explorer 5

   5.00.2314.1003   Internet Explorer 5 (Office 2000)

   5.00.2614.3500   Internet Explorer 5 (Windows 98 Second Edition)

   5.00.2516.1900   Internet Explorer 5.01 (Windows 2000 Beta 3, build 5.00.2031) 

   5.00.2919.800    Internet Explorer 5.01 (Windows 2000 RC1, build 5.00.2072)

   5.00.2919.3800   Internet Explorer 5.01 (Windows 2000 RC2, build 5.00.2128)

   5.00.2919.6307   Internet Explorer 5.01 (Office 2000 SR-1)
   5.00.2920.0000   Internet Explorer 5.01 (Windows 2000, build 5.00.2195)

   5.00.3103.1000   Internet Explorer 5.01 SP1 (Windows 2000)

   5.00.3105.0106   Internet Explorer 5.01 SP1 (Windows 95/98 and Windows NT 4.0) 

   5.50.3825.1300   Internet Explorer 5.5 Developer Preview (Beta)

   5.50.4030.2400   Internet Explorer 5.5 & Internet Tools Beta

   5.50.4134.0100   Windows Me (4.90.3000)

   5.50.4134.0600   Internet Explorer 5.5

   5.50.4308.2900   Internet Explorer 5.5 Advanced Security Privacy Beta

   5.50.4522.1800   Internet Explorer 5.5 Service Pack 1
   5.50.4807.2300   Internet Explorer 5.5 Service Pack 2
   6.00.2462.0000   Internet Explorer 6 Public Preview (Beta)
   6.00.2479.0006   Internet Explorer 6 Public Preview (Beta) Refresh
   6.00.2600.0000   Internet Explorer 6 (Windows XP)
   6.00.2800.1106   Internet Explorer 6 Service Pack 1 (Windows XP SP1)
   6.00.2800.1278   Internet Explorer 6 Update v.01 Developer Preview (SP1b Beta)
   6.00.2800.1314   Internet Explorer 6 Update v.04 Developer Preview (SP1b Beta)

   6.00.2900.2180   Internet Explorer 6 for Windows XP SP2

   6.00.3663.0000   Internet Explorer 6 for Microsoft Windows Server 2003 RC1

   6.00.3718.0000   Internet Explorer 6 for Windows Server 2003 RC2

   6.00.3790.0000   Internet Explorer 6 for Windows Server 2003 (released)

***************************************************************************

以下は、Visual Basicを使ったサンプルコードです。プロダクション環境に実装する際は、以下の技術情報をご参考にしてください。

[関連技術文書]

Q164539 

インストールされているInterner Explorerのバージョンの確認方法
< http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;164539 >

Q210120 

サンプルファイルのバージョン情報を取得する関数
< http://support.microsoft.com/kb/q210120/ >

〔サンプルコード〕

Public Function GetFileVerString(ByVal strFile As String) As String

    Dim lngLen      As Long

    Dim bytBuf()    As Byte

    Dim lpBuf       As Long

    Dim udtVerInfo  As VS_FIXEDFILEINFO
    ' 指定されたファイルからバージョン情報リソースが取得できるかどうかを調べ、

    ' 取得可能であれば、そのバージョン情報リソースのサイズを返します

    lngLen = GetFileVersionInfoSize(strFile, 0)
    If lngLen > 0 Then

        ' バージョンリソースの取得バッファの確保

        ReDim bytBuf(lngLen)

        ' 指定されたファイルのバージョン情報リソースを取得

        GetFileVersionInfo strFile, 0, lngLen + 1, bytBuf(0)

        ' 取得したバッファよりデータを取得

        VerQueryValue bytBuf(0), "\", lpBuf, lngLen

        CopyMemory udtVerInfo, ByVal lpBuf, LenB(udtVerInfo)
        With udtVerInfo

        ' バージョン情報文字列へフォーマット

        GetFileVerString = Format((.dwFileVersionMS \ (2 ^ 16)) And &HFFFF&) & "." & _

                           Format(.dwFileVersionMS And &HFFFF&, "00") & "." & _

                           Format((.dwFileVersionLS \ (2 ^ 16)) And &HFFFF&) & "." & _

                           Format(.dwFileVersionLS And &HFFFF&, "0000")

        End With
    End If
End Function
【3-4】 インストーラーフローチャートのサンプル



【3-5】 SQL Server 2005のインストール
SQL Server 2005 をインストールするには、setup.exe(Express Editionはsqlexpr.exe)コマンドを実行します。

セットアップコマンドの構文、パラメータの情報および使用例については、以下の技術情報に詳細をご紹介しています。

[関連技術文書]
SQL Server 2005 Books Online
[SQL Server 2005 のインストール]
[SQL Server コンポーネントのアップグレード]
    [SQL Server コンポーネントのアップグレード方法に関するトピック]

    　[データベース エンジンのアップグレード方法に関するトピック]

   　 　[コマンド プロンプトから SQL Server 2005 をインストールする方法]

setup.exeコマンドは、コマンド実行後にリターンコードを返します。

リターンコードは、正常終了した場合に０、それ以外の場合は０以外の値を返します。

第 4 章
その他
インストールメディアの選択について
SQL Server 2005をCDメディアを使ってサイレントインストールする場合、セットアップするコンポーネントの選択の組み合わせによっては、インストールの途中セットアップが中断される場合があります。これは、インストールの途中でSQL Server 2005のCDの入れ替えが必要になった場合、サイレントインストールではCDの入れ替えが要求できないためセットアップが終了してしまうためです。２枚目のCDへの入れ替えが必要になるコンポーネントをインストールする場合は、CDメディアではなく、DVD-ROMメディアからインストールを実施してください。

【付録】Appendix
SQL Serverに関する技術情報の紹介
******************************************************************

以下に関する技術情報をご紹介します。

· 【SQL Server 2005に関する技術情報】

· 【SQL Server 2000に関する技術情報】

· 【SQL Server 7.0に関する技術情報】

· 【MSDEに関する技術情報】

· 【MDACに関する技術情報】

SQL Serverの最新の技術情報は、Microsoftサポートオンラインの技術情報の
検索ページから検索することができます。

http://support.microsoft.com/?LN=JAi
******************************************************************

【SQL Server 2005に関する技術情報】

文書番号: 900497

SQL Server 2005 に SQL Server 2000 をアップグレードすると、 SQL Server 2005 は起動しません。

 - SQL Server 2005

http://support.microsoft.com/kb/900497/ja
文書番号: 904697

さまざまな SQL Server 2005 をアップグレードすると、 SQL Server 2000 Meta Data Services ファイルが必要なパッケージは実行、またはスケジュールできません。

 - SQL Server 2005

- SQL Server 2000

http://support.microsoft.com/kb/904796/ja
文書番号: 905618

SQL Server 2005 のインストール後にインストールされた SQL Server 2000 または SQL Server 7.0 のインスタンスに接続しようとすると、接続エラー メッセージが表示される場合がある

 - SQL Server 2005

http://support.microsoft.com/kb/905618/ja
文書番号: 907284

SQL Server 2005 の Readme ファイルに対する変更点

 - SQL Server 2005

http://support.microsoft.com/kb/907284/ja
文書番号: 908454

SQL Server 2005 に Itanium ベースのオペレーティング システムを実行しているコンピュータで SQL Server 2000 の名前付きインスタンスはアップグレードできません。

 - SQL Server 2005

http://support.microsoft.com/kb/908454/ja
文書番号: 908503

SQL Server 2005 のインストール時に表示されることがあるエラー メッセージ "エラー 1619 が sqlncli.dll のインストール中に発生しました" について

 - SQL Server 2005

http://support.microsoft.com/kb/908503/ja
文書番号: 913967
既存のインスタンス SQL Server 2005 に SQL Server 2005 ツールまたは SQL Server 2005 統合 サービス を追加する方法

 - SQL Server 2005

http://support.microsoft.com/kb/913967/ja
文書番号: 914158
SQL Server 2005 の製品バージョンに SQL Server 2005 評価 エディション の期限切れのインストールをアップグレードしようとすると、エラー メッセージを表示します。
 - SQL Server 2005

http://support.microsoft.com/kb/914158/ja
【SQL Server 2000に関する技術情報】

JP263076 
[PRB] SQL Server 2000 のインストールが mfc42u.dll のため失敗
 - SQL Server 2000

http://support.microsoft.com/?scid=kb;ja;263076&spid=2852&sid=676
JP274446 
INF: SQL Server 2000 クラスタ環境へのアップグレード推奨点
 - SQL Server 2000 Enterprise Edition

http://support.microsoft.com/?scid=kb;ja;274446&spid=2852&sid=312
JP269587 
[INF] 標準インストールにより既定セキュリティ モードが Windows 認証となる
 - SQL Server 2000 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;269587
JP278612 
[SQL]PRB:SQL Server 2000が既にインストールされていると7.0のインストールが失敗する
 - SQL Server 7.0

 - SQL Server 2000

http://support.microsoft.com/kb/278612/ja
JP280380 
[FIX] 拡張ストアド プロシージャを使用したバッファ オーバーフローの発生
 - SQL Server 7.0

 - SQL Server 2000

 - Microsoft Data Engine (MSDE) 1.0

 - SQL Server 2000 Desktop Engine

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Bja%3B280380
JP236989 
BUG: 7.0 にアップグレード後に SQL 6.5 をアンインストールすると 7.0 データ ファイルが削除されます
 - SQL Server 7.0 

 - SQL Server 2000

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Bja%3B236989
JP261334 
[INF] よく寄せられる質問 - SQL Server 2000 - アップグレード
 -SQL Server 2000 

http://support.microsoft.com/kb/261334/JA/
JP273791 
[XADM] SQL 2000 をインストールすると、Exchange 2000 で ADO の MoveNext() 関数がエラーになる
 - SQL Server 2000 

 - Microsoft Data Access Components version 2.6 

http://support.microsoft.com/?scid=kb;ja;273791&spid=2852&sid=1063
JP241397 
HOWTO: T-SQL を使用した MSDE データベースのバックアップ
 - Microsoft Data Engine (MSDE) 1.0

 - SQL Server 2000

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;241397
JP138541 
INF: Odbcping.exe を使用して SQL Server への ODBC 接続を確認する方法
 - SQL Server 6.0, 6.5, 7.0

 - SQL Server 2000

http://support.microsoft.com/kb/138541/ja
JP189331 
INF: カスタム ソート順定義ファイルの作成方法
 - SQL Server 7.0, 6.5

 - SQL Server 2000

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Bja%3B189331
JP181602 
INF: デバイスの場所を移動する方法
 - SQL Server 6.0, 6.5, 7.0

 - SQL Server 2000

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Bja%3B181602
JP266650 
Windows 2000 Datacenter Server コンピュータ上での BackOffice プログラムのサポートに関する情報
 - SQL Server 7.0 

 - SQL Server 2000 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;JA;JP266650
Q258025 
PRB: Users Registered in SQL Server as Part of a Local Group on PDC/BDC Are Unable to Connect 

 - SQL Server 7.0

 - SQL Server 2000

http://support.microsoft.com/kb/258025
JP263968 
[FIX] Service Pack のインストール時に標準セキュリティのパスワードがファイルに保存されることがある
- SQL Server 7.0

 - SQL Server 2000

http://support.microsoft.com/kb/263968/ja

【SQL Server 7.0に関する技術情報】

JP274798 
INF: SQL Server 7.0 Service Pack 3 の Readme.txt

 - SQL Server 7.0 Service Pack 3 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=KB;ja;q274798
Q274797 
INF: SQL Server 7.0 Service Pack 3 Fixlist
 - SQL Server 7.0

http://support.microsoft.com/kb/q274797/
JP266008 
[FIX] SP2 以後 OPENROWSET でアドホックなアクセス不可
 - SQL Server 7.0 Service Pack 2 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Bja%3B266008
JP219264 
[INF] SQL Server 7.0 クラスタリング セットアップのインストール手順
 - SQL Server Enterprise Edition 7.0 

http://support.microsoft.com/kb/219264/ja
JP239473 
Windows 2000 用の 70rebind.exe と MDAC : クラスタ化 SQL 7.0 Server コンピュータの OS をアップグレードする

- SQL Server Enterprise Edition 7.0

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;JP239473
J053126 
[SQL]FIX: Sqlmaint.exe が MSDE のインストールに含まれていない 

 - SQL Server 7.0
- Microsoft Data Engine (MSDE) 1.0

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Bja%3B246815
JP233312 
INF: SQL/MSDE の無人インストール ファイルのカスタマイズ 

 - SQL Server 7.0 

 - Microsoft Data Engine (MSDE), version 1.0 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;233312
JP266766 
[FIX] 一時ストアドプロシージャが権限確認を実行しない
 - SQL Server 7.0

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Bja%3B266766
Q282976 
PRB: SQL Server 7.0 Service Pack 2 Installation Fails with -115 Error 

 - SQL Server 7.0 

http://support.microsoft.com/kb/q282976/
Q278536 
FIX: SQL Server 7.0 Setup Does Not Install Licensing on Terminal Server

 - SQL Server 7.0 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;Q278536
Q247879 
BUG: Cannot Edit or Delete Database Maintenance Plan on MSDE Installation

 - SQL Server 7.0

 - Microsoft Data Engine (MSDE) 1.0

http://support.microsoft.com/?id=247879
Q270839 
PRB: SQL Server 7.0 Setup Fails on MSCS with Cannot Grant Logon as a Service Right

 - Microsoft SQL Server Enterprise Edition 7.0 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Ben-us%3B270839
Q232234 
INF: How to Differentiate SQL 7.0 Standard and Developer Edition

 - SQL Server 7.0

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Ben-us%3B232234
Q266124 
BUG: BackOffice Setup Erroneously Reports that Full-Text Search is Installed

 - SQL Server 7.0 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;266124
Q264123 
PRB: SQL Server 7.0 Service Pack Installation Fails with an Error Message When a Script File Is Run

 - Microsoft SQL Server versions 7.0 Service Pack 2, 7.0 Service Pack 3 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;Q264123
Q249802 
PRB: Error Message Occurs When You Install SQL Server 7.0 Service Packs in a Cluster Environment

 - SQL Server 7.0 

http://support.microsoft.com/kb/q249802/
Q248241 
INF: Enabling SQL DMO Clients Without Installing the Client Side Utilities

 - SQL Server 7.0 

http://support.microsoft.com/kb/q248241/
Q238676 
PRB: Removing Shared DLL in SQL Uninstall Makes VB Add-ins Unloadable 

 - SQL Server 7.0 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Ben-us%3B238676
Q234915 
FIX: Upgrade to SQL Server Fails When MSDE Installed from MOD

 - SQL Server 7.0 

 - Microsoft Data Engine (MSDE) 1.0 

http://support.microsoft.com/kb/q234915/
Q234060 
PRB: Cannot Install SQL Server 7.0 Enterprise Edition After Upgrade to Windows NT 4.0 Enterprise Edition

 - Microsoft SQL Server Enterprise Edition version 7.0 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Ben-us%3B234060
Q231735 
INF: SQL 7.0 Remote Unattended Install

 - SQL Server 7.0 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;231735&sd=tech
Q222106 
PRB: Cannot Install Enterprise Edition on Windows NT Server

 - SQL Server 7.0 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Ben-us%3B222106
【MSDEに関する技術情報】

JP271070 
[BUG] MSDE 1.0, Desktop Edition 7.0 のアップグレードが失敗
 - SQL Server 2000

http://support.microsoft.com/?scid=kb;ja;271070&spid=2852&sid=676
JP238232 
[SQL]PRB:MSDE 自動インストールには.iss ファイルのフルパス名が必要
 - Microsoft Data Engine (MSDE) 1.0

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Bja%3B238232
Q235432 
ACC2000: MSDE Setup Stops Responding While Connecting to Server

 - Microsoft Data Engine (MSDE) 1.0

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;EN-US;q235432
Q251270 
INFO: Where to Find Information About MSDE for Visual Studio

Microsoft Data Engine (MSDE) 1.0 

http://support.microsoft.com/kb/q251270/
Q274199 
INF: Cannot Install SQL Server 2000 Desktop Engine on Windows 95

- SQL Server 2000 Desktop Engine

http://support.microsoft.com/kb/274199
Q285103 
BUG: SQL Server 2000 Books Online Documentation Incorrect About SAPASSWORD and USEDEFAULTSAPWD Options for SQL Server 2000 Desktop Engine Installation

 - SQL Server 2000 Desktop Engine

http://support.microsoft.com/kb/285103/EN-US/
Q285097 
INF: How to Change the Default Login Authentication Mode to SQL While Installing SQL Server 2000 Desktop Engine by Using Windows Installer 

 - SQL Server 2000 Desktop Engine

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;EN-US;Q285097
【MDACに関する技術情報】

JP231943 
[INFO] Microsoft Data Access Components (MDAC) のリリース履歴
 - Microsoft(R) Data Access Components versions 1.5,2.0,2.1,2.5,2.6 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=KB;ja;jp231943
JP260558 
[PRB] エラー : "セットアップまたはトランスレータライブラリを読み込めません。"

 - Microsoft Data Access Components versions 2.0, 2.1, 2.5

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Bja%3B260558
JP255986 
[PRB] 不適切な MDAC のインストールは実行時にメソッド呼び出しが失敗する
 - Microsoft Data Access Components versions 2.1, 2.1 (GA), 2.1 SP1, 2.1 SP2, 2.5, 2.6

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Bja%3B255986
JP237994 
MDAC Access ODBC ドライバでのアップグレードの問題点
 - Microsoft Data Access Components versions 2.1, 2.1 SP1

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;237994
JP255986 
[PRB] 不適切な MDAC のインストールは実行時にメソッド呼び出しが失敗する
 - Microsoft Data Access Components versions 2.0, 2.1, 2.5, 2.6

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Bja%3B255986
JP191094 
[PRB] MDAC 2.0 を Windows 95 にインストールするには、DCOM95 が必要 

 - Microsoft Data Access Components versions 2.0, 2.1 SP2, 2.5, 2.6

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Bja%3B191094
JP177514 
[PRB] Windows NT に MDAC をインストールするには管理者特権が必要 

 - Microsoft Data Access Components versions 1.5, 2.0, 2.1 SP2, 2.5, 2.6

http://support.microsoft.com/kb/177514/ja
JP275867 

[FIX] OLAP: MDAC2.6 のインストール後 OLAP マネージャがエラー
 - Microsoft Data Access Components version 2.6 

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Bja%3B275867
Q250591 
PRB: Non-English Language MDAC 2.5 HLP and CHM Files Are Overwritten by English Files

 - Microsoft Data Access Components version 2.5

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;Q250591&
Q244499 
HOWTO: Install MDAC Components on Windows 2000 Platform

 - Microsoft Data Access Components versions 2.5, 2.6

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;Q244499&
Q237615 
MDAC 2.1 OLE DB Provider for ODBC Fails With Drivers That Don't Support SQLExendedFetch()

 - Microsoft Data Access Components versions 2.1, 2.1 (GA), 2.1 SP1, 2.1 SP2

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Ben-us%3B237615
Q215943 
HOWTO: Installing MDAC 2.1 from SP5A of SQL Server 6.5

 - Microsoft Data Access Components versions 2.1, 2.1 SP2

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Ben-us%3B215943
Q196958 
INFO: Most MDAC Components Are Not Supported on Windows NT 3.51

 - Microsoft Data Access Components versions 1.5, 2.0, 2.1 SP2, 2.5, 2.6

http://support.microsoft.com/kb/q196958/
Q194197 
FIX: Application Setup Fails on Some Computers

 - Microsoft Data Access Components version 2.5

http://support.microsoft.com/kb/194197/EN-US/
Q177540 
BUG: ODBC Trace Fails with Traditional Chinese version of VFP5

 - Microsoft Data Access Components version 2.5

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb%3Ben-us%3B177540
Q219293 
INFO: ODBC, SQL Server, and Jet Versions Shipped with MDAC

 - Microsoft Data Access Components versions 1.5, 2.0, 2.1, 2.5, on platform(s):

http://support.microsoft.com/?KBID=219293
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例）良い例


    ABC社の人事アプリ →SERVERNAME$ABC_HR


    XYZ社の財務アプリ →SERVERNAME$XYZ_FIN





例）悪い例


    ABC社の人事アプリ →SERVERNAME$HR_DATA


    XYZ社の財務アプリ →SERVERNAME$FIN_APP








� SQL Server 32 ビット版が WOW64 でサポートされるのは、X64 バージョンの 64 ビット オペレーティング システム上に限られています。SQL Server 32 ビット版は、IA64 バージョンの 64 ビット オペレーティング システム上の WOW64 ではサポートされません。





� Microsoft ダウンロードセンター


  < http://www.microsoft.com/downloads/search.aspx?displaylang=jp>


� インスタンスIDについては、【2-1 SQL Server の既定インスタンス】に、詳細をご紹介しています。
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Operating Systemの確認については、使用されるSQL ServerのEditionによって判断のロジックが異なります。
前提条件の環境に関しまして、
<表1-A SQL Server 2005 32ビット版インストール環境>、<表1-B SQL Server 2005 64ビット版インストール環境>をご参考にしてください。


SQL Serverをセットアップを実行するためには以下のコンポーネントがインストールされている必要があります。
Windows Installer 3.1
.NET Framework 2.0
MDAC 2.8 SP1
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GetVersionEx


False


True


False


True


7.0


2000


2005


SELECT SERVERPROPERTY(‘Edition’)


True


False


True


False


新規インスタンス名＝既存インスタンス名


True


False


shdocvw.dll


sqlservr.exe


A Package Install Start�

Operating System Versionの確認
※２�

Internet ExplorerのVersion確認


既存SQLVersionの確認


既存インスタンスの確認


既存SQL Editionの確認


新規インスタンスのインストール


実行


既存インスタンスを使用してアプリインストール


実行


End


既存SQLEdition
の確認


※２


Operating Systemの確認については、使用されるSQL ServerのEditionによって判断のロジックが異なります。
前提条件の環境に関しまして、
<表1-A SQL Server 2005 32ビット版インストール環境>、<表1-B SQL Server 2005 64ビット版インストール環境>をご参考にしてください。


必須コンポーネントのインストール
※１


SQL Serverをセットアップを実行するためには以下のコンポーネントがインストールされている必要があります。
Windows Installer 3.1
.NET Framework 2.0
MDAC 2.8 SP1
IE6.0SP1


※１


GetVersionEx


False


True


False


True


7.0
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2005


SELECT SERVERPROPERTY(‘Edition’)
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shdocvw.dll


sqlservr.exe
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